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特集 黒瀬さくらバス運行協議会の
活動について



SPECIAL
特
集

地
域
公
共
交
通　

黒
瀬
さ
く
ら
バ
ス

　
　
　
　
　
「
わ
し
ら
の
バ
ス
を
走
ら
そ
う
‼
」

Ｑ　

運
行
開
始
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

矢
藤　

平
成
21
年
３
月
に「
黒
瀬
の

公
共
交
通
を
考
え
る
会
」が
発
足
し
、

①
運
行
主
体
は
地
元
団
体
で
あ
る
こ

と
②
既
存
の
バ
ス
路
線
と
重
な
ら
な

い
こ
と
、を
念
頭
に
検
討
が
始
ま
り
ま

し
た
。
運
行
受
託
事
業
者
の
選
定
に

当
た
り
、何
度
も
事
業
者
を
訪
ね
る

な
ど
の
苦
労
の
末
、平
成
25
年
５
月

に
住
民
自
治
協
議
会
を
母
体
と
し
た

「
黒
瀬
さ
く
ら
バ
ス
運
行
協
議
会
設
立

準
備
会
」の
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

そ
の
年
の
10
月
に
開
催
し
た
総
会
で

「
黒
瀬
さ
く
ら
バ
ス
運
行
協
議
会
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、翌
、平
成
26
年
６
月

23
日
に
運
行
開
始
、５
年
が
か
り
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

Ｑ　

運
行
状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

岡
田　

運
行
エ
リ
ア
は
既
存
の
バ
ス

路
線
と
の
重
複
を
避
け
、
町
内
全
域

を
網
羅
す
る
６
つ
の
ル
ー
ト
と
し
、

運
行
日
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
祝
日
を
除
く
週
５
日
で
す
。
運
賃

は
１
回
大
人
200
円
、
子
ど
も
や
障
害

者
は
100
円
で
す
。
11
枚
綴
り
で
お
得

な
回
数
券
の
販
売
も
始
め
ま
し
た
。

Ｑ　
「
黒
瀬
さ
く
ら
バ
ス
」
の
特
徴

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岡
田　

黒
瀬
さ
く
ら
バ
ス
は
、
市

が
直
接
運
営
し
て
い
る
豊
栄
、河
内
、

安
芸
津
の
バ
ス
と
違
っ
て
、地
域
住

民
で
構
成
さ
れ
た「
黒
瀬
さ
く
ら
バ

ス
運
行
協
議
会
」が
主
体
と
な
っ
て

運
営
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
バ
ス
の

運
転
な
ど
の
業
務
は
、地
元
に
営
業

所
が
あ
る
中
国
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス

大下議員、重森議員が聴く
（取材日２月10日）

黒瀬さくらバス運行協議会の
活動について

表紙写真／話をお聞きした皆さん

　東広島市内には公共交通空白地域や不便地域
の解消のため、４つの町でコミュニティバスが
運行されています。
　今回、黒瀬町で地域が主体となって、健全な
運営により運行されている黒瀬さくらバス運行
協議会の方々に運行開始から現在に至るまでの
経緯を伺いました。

黒瀬さくらバス運行協議会
会長　岡田　博陽さん

黒瀬さくらバス運行協議会
初代会長　矢藤　道範さん

プロフィール

表紙写真／話をお聞きした皆さん
前列　本岡　栄さん（左）
後列　胡田清治さん（左）　藤原博明さん（中）　上藤住一さん（右）
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に
委
託
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
の
呼
び

名
は
黒
瀬
町
の
町
花
・
町
木
が「
さ
く

ら
」で
あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、「
黒

瀬
さ
く
ら
バ
ス
」と
名
付
け
ま
し
た
。

住
民
の
方
々
が
一
目
見
て
す
ぐ
に
わ

か
る
よ
う
、さ
く
ら
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
点
は
。

矢
藤　

運
行
開
始
当
初
は
４
年
間
、

赤
字
経
営
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

細
か
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ド
ラ
イ

バ
ー
さ
ん
か
ら
聴
き
取
り
を
行
う
な

ど
、
毎
年
運
行
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
利
用
者
が
増
加

し
、
５
年
目
の
平
成
30
年
度
に
黒
字

に
転
換
し
ま
し
た
。
以
降
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
現
在
ま
で
黒
字
が
続
き
、
高

齢
者
等
の
移
動
手
段
の
確
保
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

岡
田　

黒
瀬
さ
く
ら
バ
ス
の
運
行
経

費
は
、国
と
市
の
補
助
金
、運
賃
収

入
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
が
、赤
字

が
出
た
場
合
は
、町
内
の
各
住
民
自

治
協
議
会
に
負
担
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

黒
瀬
さ
く
ら
バ
ス
運
行
協
議
会
で
は
、

利
用
目
標
の
設
定
と
利
用
率
向
上
の

取
組
み
を
行
っ
て
お
り
、令
和
４
年

度
は
６
路
線
１
便
当
た
り
の
利
用
者

数
を
3.2
人
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
運

行
に
当
た
っ
て
は
、①
利
用
者
向
け

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、地

域
の
方
や
利
用
者
の
生
の
声
を
聴
く

②
月
別
利
用
状
況
を
分
析
し
、運
転

手
と
連
携
し
利
用
者
の
変
化
を
迅
速

に
把
握
す
る
③
調
査
と
分
析
結
果
を

活
か
し
、効
果
的
な
路
線
の
見
直
し

や
バ
ス
停
の
位
置
を
検
討
す
る
④

実
施
に
際
し
、※
黒
瀬
地
区
自
治
協

連
合
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、迅
速

な
対
応
を
図
る
、こ
の
４
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
で
、安
定
し
た
バ
ス
運
営
と

利
用
目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
お
り
、

近
年
で
は
利
用
状
況
に
変
化
が
見
え

始
め
て
き
ま
し
た
。
常
に
新
た
な
取

組
み
も
協
議
し
な
が
ら
利
用
者
を
増

や
し
、黒
瀬
町
内
全
域
の
公
共
交
通

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、住
み

や
す
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
基

盤
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
困
難
は
あ
り
ま
す

が
、地
域
が
一
体
と
な
っ
て
考
え
て

い
く
こ
と
が
自
分
た
ち
の
交
通
手
段

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※黒瀬地区自治協連合会　　 黒瀬町内の５つの住民自治協議会（板城西、上黒瀬、乃美尾、中黒瀬、
下黒瀬）が連携し、課題や情報を共有することで地域の特性を生かし
た市民協働のまちづくりを推進するための組織。必要に応じ、各住民
自治協議会の会長からなる会議を開催している。

❷

❸

①　取材風景
②　運行中のさくらバス
③　黒瀬町健康福祉まつりでの展示
④　 黒瀬さくらバス運行協議会 
設立総会

⑤　出発式

❶

❹ ❺
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令和５年第１回定例会　議案の概要

第１回定例会
（会期：令和５年２月13日～３月20日）

議決した案件
議案の内訳

●条例案…22件　●予算案…24件　●承認案…１件　●同意案…27件
●諮問…３件　●その他…13件　●委員会提出議案…２件　●請願…１件
（　●全会一致可決…86件　●賛成多数可決…６件　●不採択…１件）

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

【表決が分かれた議案名】
議案第40号　東広島市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

議案第54号　東広島市保育所設置及び管理条例の一部改正について

議案第61号　東広島市立学校設置条例の一部改正について

議案第69号　令和５年度東広島市一般会計予算

議案第75号　令和５年度東広島市介護保険特別会計予算

議案第86号　令和５年度東広島市下水道事業会計予算

請願第１号　学校給食への公的補助を強め、完全無償化を求める請願書

議案番号
▼

会派名 清新の会 創志会 市民クラブ 創生会 令和会 公明党
日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部

広
友
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

議員名

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

大
下　

博
隆

重
光　

秋
治

乗
越　

耕
司

池
田　

隆
興

岡
田　

育
三

大
道　

博
夫

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

落
海　

直
哉

鈴
木　

利
宏

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

坪
井　

浩
一

牧
尾　

良
二

鈴
木　

英
士

牛
尾　

容
子

田
坂　

武
文

坂
元
百
合
子

加
根　

佳
基

谷　
　

晴
美

宮
川　

誠
子

上
田　
　

廣

石
原　

賢
治

議案第40号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第54号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第61号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第69号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第75号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第86号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

請願第1号 × × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ × × × × × × × × × ○ × × 議

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、右のＱＲコードからご覧いただけます。
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令和５年第１回定例会　議案の概要

　
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
を
念
頭
に
置
き
、
全
て
の
市
民
が
幸
福
を
感
じ
ら
れ

る
「
や
さ
し
い
未
来
都
市
・
東
広
島
」
の
実
現
を
目
指
し

て
編
成
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
、
仕
事
と
家
庭
・
子
育
て
両

立
の
応
援
と
、
多
様
性
を
踏
ま
え
た
人
口
減
少
地
域
総
合

対
策
の
２
つ
の
施
策
を
包
括
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

社
会
・
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
６
つ
の
重
点

施
策
に
注
力
し
て
い
く
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
議
案
第
69
号
〉

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

※ＳＤＧｓ　　 2015年９月の国連サミットで採択された2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標のこと。17のゴール・
169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っている。

　ＤＸ　　 デジタルトランスフォーメーションの略。進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をあらゆる面でより良い
方向に変化させること。
　事業者ポータルサイト　　 市内で事業をされている方や起業を考えている方をサポートする事業者

支援のためのサイト。国・県・市及び各商工団体等が実施する支援策や
イベントなど、事業に役立つ情報を配信している。

令和５年度一般会計予算  総額944.4億円

「第五次東広島市総合計画」に掲げる６つの重点施策（一部抜粋）
 １　命と暮らしを守る体制の整備
　 災害死ゼロを目指した防災対策 20.3億円
　 総合的な医療体制・救急医療の強化 4.1億円
 ２　仕事と生活価値を創造する基盤づくり
　 中小企業者の活性化 2.8億円
　 成長産業の集積と新たな企業立地、投資の促進 16.6億円
　 豊かな農村生活の実現と農業の生産性向上 ５億円
 ３　誰ひとり取り残さない多様性と調和社会の実現
　 安心して子どもを産み育てられるまちづくり 19.8億円
　 新しいライフスタイルとしての地域共生社会の実現 ７億円
 ４　多彩な地域の特徴を生かしたまちづくり
　 地域別計画の推進による地域の誇りの創出 ９億円
　 希望ある未来へ挑戦するプロジェクトの展開 2.6億円
 ５　時代を担う子どもを育てる教育・保育の推進
　 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な推進 4.7億円
　 地域とともにある学校づくり、特色ある教育活動の充実 ５億円
 ６　持続可能な次世代環境都市の構築
　 脱炭素化の推進 0.8億円
　 豊かな自然環境の保全と活用 0.7億円
　 ごみの減量化プロジェクトの推進 0.8億円

＜一般会計予算全体から各関連予算を抽出＞
　・生活関連事業の効果的な推進 159.9億円
　・SDGs未来都市の実現 62.9億円
　・※DXの推進 10.6億円

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

光
熱
費
等
の
高
騰
が
続
く
現
状
は
、

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で

あ
る
。
地
域
経
済
の
動
向
を
注
視
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で
迅
速
な

事
業
者
支
援
が
で
き
る
の
か
。

Ａ 　
※

事
業
者
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活

用
し
て
市
内
企
業
等
の
意
見
を
把
握

し
、
課
題
を
国
や
県
に
適
切
に
伝
え

て
い
く
と
と
も
に
、
効
果
的
な
支
援

策
が
展
開
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

Ｑ 　

地
域
別
計
画
の
推
進
に
当
た
り
、

各
地
域
の
実
情
や
意
見
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

Ａ 　

令
和
４
年
度
か
ら
経
営
戦
略
会
議

に
お
い
て
各
支
所
・
出
張
所
管
内
か

ら
集
約
し
た
課
題
を
幹
部
職
員
で
共

有
し
、
各
地
域
の
方
向
性
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
き
た
。
地
域
別
の
将

来
像
の
実
現
の
た
め
に
は
、
一
律
で

は
な
く
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

策
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
各
部
局

と
も
連
携
し
な
が
ら
計
画
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。
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令和５年第１回定例会　議案の概要

　

犯
罪
被
害
者
等
に
必
要
な
施
策
を
総

合
的
に
推
進
し
、
そ
の
権
利
利
益
の
保

護
を
図
り
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
た
め
、

本
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
支
援
に
関
す
る
基
本
理
念

　

・ 

犯
罪
被
害
者
等
の
個
人
と
し
て
の

尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳

に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
保
証
さ
れ

る
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
配

慮
し
て
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

　

・ 

犯
罪
被
害
者
等
が
平
穏
な
生
活
を

取
り
戻
す
ま
で
の
間
、
犯
罪
被
害

者
等
が
受
け
た
被
害
ま
た
は
二
次

被
害
の
状
況
及
び
原
因
、
犯
罪
被

害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
な

ど
に
応
じ
、
適
切
に
途
切
れ
る
こ

と
な
く
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

　

・ 

市
、
市
民
等
、
事
業
者
及
び
関
係

機
関
等
が
相
互
に
連
携
し
、
協
力

し
て
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

○ 

市
、
市
民
等
、
事
業
者
が
果
た
す
べ

き
責
務

○
改
正
の
要
旨

　

  　

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
乳
幼
児
等
医
療
費
の
支
給
対

象
を
、次
の
表
の
と
お
り
拡
大
し
ま
す
。

○
施
行
期
日

　

令
和
５
年
８
月
１
日
等

　

・ 

市
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に

関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す

る
責
務
を
有
す
る
。

　

・ 

市
民
等
は
、
犯
罪
被
害
者
等
を
地

域
社
会
で
孤
立
さ
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
努
め
る
。

　

・ 

事
業
者
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
就

労
そ
の
他
犯
罪
等
に
よ
る
被
害
に

関
し
、
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
手

続
等
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
よ

う
努
め
る
。

○
施
行
期
日　

令
和
５
年
４
月
１
日

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

犯
罪
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
、

本
市
、
市
民
、
事
業
者
及
び
関
係
機

関
等
で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
等
の
設

置
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ 　

ま
ず
は
、
事
業
者
や
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
か

ら
始
め
、必
要
に
応
じ
て
協
議
会
等
の

設
置
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

所
得
制
限
や
自
己
負
担
の
撤
廃
に

向
け
、
財
源
を
確
保
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

Ａ 　

子
ど
も
の
医
療
費
支
援
は
大
切
な

施
策
と
考
え
て
い
る
が
、
財
源
は
限

ら
れ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
に
関
す

る
諸
施
策
の
中
に
も
優
先
順
位
が
あ

り
、
そ
の
と
き
、
そ
の
と
き
に
一
番

課
題
と
な
る
と
こ
ろ
へ
の
財
源
投
入

も
必
要
で
あ
る
。
乳
幼
児
医
療
だ
け

を
優
先
し
て
財
源
確
保
す
る
こ
と
は
、

方
針
と
し
て
適
切
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

〈
議
案
第
44
号
〉

東
広
島
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を

制
定
し
ま
し
た

〈
議
案
第
53
号
〉

東
広
島
市
乳
幼
児
等
医
療
費
支
給

条
例
を
改
正
し
ま
し
た

区分 現　　行 改　　正

通院
小学６年生の修了まで
（０歳から満12歳に達する日
以後の最初の３月31日まで）

中学３年生の修了まで
（０歳から満15歳に達する日
以後の最初の３月31日まで）

入院
中学３年生の修了まで
（０歳から満15歳に達する日
以後の最初の３月31日まで）

高校３年生の修了まで
（０歳から満18歳に達する日
以後の最初の３月31日まで）

市議会だより　2023.5 page.06



代 表 質 問

※ＳＤＧｓ・ＤＸ　　５ページをご参照ください。

令
和
５
年
度
事
業
執
行
へ
の

意
気
込
み
と
は

質　

問

　

令
和
５
年
度
施
策
と
予
算
の
概
要
で

は
、
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境

に
対
す
る
認
識
と
し
て
「
少
子
化
の
進

行
」「
人
口
偏
在
と
過
疎
化
の
進
行
」

そ
し
て
「
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
※
Ｄ
Ｘ
の
浸

透
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
受
け
、
予
算
の
方
向

性
は
「
多
様
性
を
踏
ま
え
た
人
口
減
少

地
域
総
合
対
策
」
と
、「
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
支
え
、
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
を
応
援
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
事
業
を
体
系
的
に
取

り
ま
と
め
、
包
括
的
に
推
進
す
る
意
気

込
み
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

施
策
を
分
野
別
に
進
め
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
の
解
決
に
向
け

て
体
系
的
に
取
り
ま
と
め
て
包
括
的
に

推
進
す
る
こ
と
で
、
施
策
の
相
乗
効
果

を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
市
の
組
織
体

制
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
力
強
く
取
り
組

ん
で
い
く
。
そ
の
結
果
、「
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
」
と
実
感
で
き
る
東
広

島
市
を
実
現
し
た
い
。

持
続
化
に
つ
な
が
る

農
業
戦
略
の
展
開
を

質　

問

　

①
本
市
農
業
を
、
誰
が
、
ど
の
よ
う

に
維
持
し
て
い
く
の
か
、
ど
の
よ
う
な

形
態
の
農
業
で
あ
る
な
ら
先
が
見
通
せ

る
か
問
う
。
②
農
業
法
人
の
安
定
経
営

に
向
け
、
課
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

③
小
規
模
農
家
で
は
、
経
営
の
赤
字
化

が
進
む
中
、
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き

た
土
地
を
守
る
と
い
う
使
命
感
の
み
で

耕
作
が
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。
小
規

模
農
家
向
け
の
新
年
度
の
戦
略
を
問
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

①
農
村
集
落
の
協
働
活
動
を
主
体
と

し
た
営
農
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
新
規
の

就
農
者
や
多
様
な
担
い
手
の
確
保
等
、

営
農
基
盤
の
保
全
・
整
備
が
必
要
と
考

え
る
。
ま
た
ス
マ
ー
ト
農
業
、
農
業
企

業
の
参
入
等
に
よ
る
収
益
性
の
高
い
農

業
を
目
指
す
取
組
み
も
必
要
と
考
え
る
。

②
法
人
ご
と
に
経
営
上
の
課
題
は
異

な
っ
て
お
り
、
経
営
改
善
に
向
け
、
必

要
に
応
じ
て
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
③
複
数
の
農
家
が
共
同
で
作
業

に
取
り
組
む
と
い
っ
た
協
働
活
動
に
よ

る
営
農
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
小
規

模
農
家
の
経
営
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

少
子
化
は
危
機
的
状
況
！

本
市
の
子
育
て
施
策
は
？

質　

問

　

第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
絶
頂
期
に
は

年
間
の
出
生
数
は
約
270
万
人
だ
っ
た

が
、
75
年
間
で
約
200
万
人
減
少
と
い
う

危
機
的
状
況
で
、
政
府
は
や
っ
と
異
次

元
の
少
子
化
対
策
に
踏
み
出
そ
う
と

し
て
い
る
。
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
30
年
近
く
様
々
講
じ
ら
れ
て
き
た

も
の
の
、
国
や
自
治
体
の
十
分
と
は
言

え
な
い
子
育
て
施
策
や
社
会
環
境
の
変

化
も
相
ま
っ
て
、
出
生
数
は
低
下
の
一

途
を
辿
っ
て
い
る
。
ま
た
「
子
育
て
は

家
族
責
任
」
と
い
う
社
会
通
念
が
根
強

く
残
っ
て
お
り
、
少
子
化
に
拍
車
が
か

か
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度
予
算
に
つ

い
て
は
、
地
域
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
や
乳
幼
児
等
医
療
費
の
支
給
対
象

の
拡
大
な
ど
一
定
の
評
価
を
す
る
が
、

子
育
て
に
関
す
る
主
な
施
策
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

乳
幼
児
等
の
医
療
に
つ
い
て
は
、
住

む
場
所
に
よ
っ
て
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、

全
国
一
律
の
制
度
創
設
を
国
に
対
し
て

要
望
し
て
い
る
。

　

本
市
が
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る

設
置
数
を
誇
る
、
身
近
な
相
談
拠
点
、

地
域
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
と
し

て
、
保
健
師
等
の
専
門
職
と
の
面
談
機

会
の
拡
充
な
ど
、
子
育
て
家
庭
と
の
接

点
を
強
化
す
る
。

北
きたばやし

林　光
みつあき

昭
（清新の会）

質問した項目
■新しい時代をリードするやさ
しい未来都市の実現に向けて

■仕事と生活価値を創造する基
盤づくりについて

■誰ひとり取り残さない多様性
と調和社会の実現について

■多彩な地域の特徴を生かした
まちづくりについて

など

※令和５年３月現在

会派所属議員
北林　光昭
重森佳代子
重光　秋治
池田　隆興

貞岩　敬
大下　博隆
乗越　耕司

スマホのカメラで
読みこんでください
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ど
う
な
る
？
中
央
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
跡
地
等

質　

問

　

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地
周
辺

の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
中
で
、
元
々
狭
い
敷

地
で
あ
っ
た
市
役
所
本
庁
に
子
育
て
支

援
施
設
の
統
合
化
を
図
り
、
結
果
、
少

な
い
駐
車
台
数
に
さ
ら
に
負
担
を
か
け
、

そ
の
挙
句
立
体
駐
車
場
の
建
設
と
い
っ

た
考
え
の
組
み
立
て
に
問
題
点
が
あ
り

は
し
な
い
か
。
子
育
て
支
援
施
設
に
つ

い
て
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
新
施
設
建
設
と
駐
車
場
を
中
心
に
、

機
能
・
規
模
の
ほ
か
、
整
備
の
考
え
方

も
含
め
て
伺
う
。

答　

弁
／
栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

跡
地
活
用
の
検
討
で
優
先
す
べ
き
は
、

第
一
に
、
子
育
て
支
援
を
中
心
と
し
た

地
域
共
生
の
機
能
、
第
二
に
、
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
拠
点
機
能
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
庁
舎
の
執
務
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
北
館
の
老
朽
化

の
現
状
も
踏
ま
え
、
今
回
の
施
設
整
備

に
併
せ
て
改
善
を
図
り
た
い
。

ど
う
展
開
？
新
た
な
取
組
み

の
学
校
教
育

質　

問

　
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的

な
学
び
」
の
一
体
的
な
推
進
を
図
る
た

め
、
令
和
５
年
度
に
取
り
組
む
新
規
事

業
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
※
小
中

一
貫
特
認
校
の
設
置
の
狙
い
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

児
童
生
徒
の
興
味
・
関
心
等
に
応
じ

て
学
び
を
進
め
る「
個
別
最
適
な
学
び
」

と
、
他
者
と
協
力
し
な
が
ら
主
体
的
に

問
題
解
決
を
進
め
る「
協
働
的
な
学
び
」

を
一
体
的
に
充
実
す
る
た
め
に
、
次
の

新
規
事
業
を
行
う
。

・ 

デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
の
導
入
や
ラ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
の
設
置

・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
や
生
徒
指
導
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
等
の
配
置

　

小
中
一
貫
特
認
校
設
置
の
狙
い
は
、

そ
こ
で
学
び
た
い
と
希
望
す
る
児
童
生

徒
や
保
護
者
に
対
し
て
、
市
内
全
域
か

ら
の
就
学
・
転
学
を
可
能
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

代表質問・一般質問とは？
　市議会だより定期号（２月・５月・８月・11月の年４回発行）には、議員が市長の考えにつ

いて質問する「代表質問・一般質問」を掲載しています。

　「代表質問」とは、新年度予算を審議する第１回定例会（２月から３月にかけて開催される

定例会）において、市長の施政方針に対して質問するものです。本市議会では、申し合わせに

より、２人以上の議員で構成される各会派から１人が代表して行うこととしています。質問し

ようとする議員は、事前に議長に対して質問事項の通告を行い、会派人数により定める所定の

発言時間内でその通告の内容に沿って質問を行います。市議会だよりには、５月号に掲載します。

　「一般質問」は、市長から提出された議案に限らず、市長の施政全般について質問するもの

です。本市議会では申し合わせにより、議員１人当たりの発言回数は、１年につき３回を限度

とし、１定例会につき１回としています。

　質問事項の通告については代表質問と同様ですが、議員１人当たりの発言時間は、１回につ

き35分です。

※小中一貫特認校　　  義務教育９年間を見通した学びの連続性を生かした取組みや、地域の特性を活かした教育課程を実施し、そこ
で学びたいと希望する児童生徒に対して、市内全域からの就学・転入学を可能とするもの。
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代 表 質 問

※せとうち半導体共創コンソーシアム　　  半導体業界の将来を担う中核人材の育成と産学連携による研
究開発を促進するため、広島大学ナノデバイス研究所を核として、
半導体関連企業や行政機関の産官学で設置された共同事業体。

　特定地域づくり事業協同組合制度　　  人口急減地域において、事業協同組合が特定地域づくり事業（季
節ごとの労働需要等に応じて複数の事業者の事業に従事するマ
ルチワーカーに係る労働者派遣事業等）を行う場合に、都道府
県知事の認定を受けることで、労働者派遣事業を許可ではなく
届出で実施することが可能となるとともに、組合運営費につい
て財政支援を受けることができる制度。

保
育
士
確
保
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て

質　

問

　

保
育
現
場
か
ら
「
保
育
士
業
界
は
責

任
の
重
い
割
に
賃
金
が
他
業
界
と
比
べ

て
低
く
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
が
続
い

て
い
る
」
と
の
声
が
あ
る
中
で
、
本
市

で
は
「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
を
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
保
育
士
確

保
の
た
め
に
、
ど
の
様
な
施
策
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

保
育
所
に
お
い
て
は
未
だ
年
度
途
中

に
お
け
る
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る

状
況
が
あ
り
、
こ
う
し
た
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
保
育
士
の
確
保
を
最
優
先

事
項
と
し
て
、
新
年
度
に
お
い
て
は
一

段
踏
み
込
ん
だ
積
極
的
な
保
育
士
確
保

策
を
講
じ
て
い
く
。

　

賃
金
格
差
解
消
の
た
め
の
職
務
奨
励

費
等
の
支
給
な
ど
の
支
援
を
引
き
続
き

行
う
ほ
か
、
保
育
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
施
設
訪
問
な
ど
を
通
し
て
職
場

環
境
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
奨
学

金
返
済
の
負
担
や
短
時
間
勤
務
の
希
望

と
い
っ
た
現
場
の
声
を
踏
ま
え
、
保
育

士
を
目
指
し
て
い
る
方
や
従
事
し
て
い

る
方
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
効
果

的
な
施
策
を
実
施
す
る
。

市
内
半
導
体
産
業
振
興
策

の
内
容
と
そ
の
効
果
は

質　

問

　

本
市
の
基
幹
産
業
の
一
角
と
し
て
成

長
を
続
け
て
い
る
半
導
体
業
界
の
更
な

る
発
展
を
目
指
し
て
い
る
中
、「
※
せ

と
う
ち
半
導
体
共
創
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
へ
の
参
画
に
よ
る
市
内
半
導
体
産

業
振
興
策
の
具
体
的
内
容
と
将
来
的
な

効
果
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
通
し
て
、
人
材

育
成
に
係
る
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
に

よ
り
、
多
く
の
優
秀
な
人
材
が
本
市
に

集
ま
り
成
長
・
挑
戦
で
き
る
場
を
つ
く

り
、
更
に
は
そ
れ
ら
の
人
材
が
市
内
半

導
体
関
連
企
業
で
も
活
躍
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
。
優
秀
な
人
材
が
集
ま
れ

ば
、
半
導
体
産
業
だ
け
で
な
く
他
の
産

業
や
地
域
に
も
好
影
響
が
波
及
し
、
新

た
な
産
業
の
創
出
や
地
域
活
性
化
な
ど
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
な
ま
ち
づ
く

り
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

中
長
期
的
な
視
点
で
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

中
山
間
地
域
に
お
け
る

生
活
価
値
の
創
造
に
つ
い
て

質　

問

　

福
富
地
域
に
お
い
て
循
環
型
経
済
の

確
立
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
資
す
る
取

組
み
が
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
と
福
富
支
所
周
辺
公
共
施
設

を
対
象
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
融

通
の
実
証
、
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
の
設
立
は
ど
の
様
に
リ
ン
ク
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て

想
定
し
て
い
る
ま
ち
の
姿
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

答　

弁
／
栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

資
源
の
宝
庫
で
あ
る
一
方
で
荒
廃
が

進
む
里
山
を
、
地
域
内
外
の
人
と
整
備

し
子
ど
も
が
遊
び
学
べ
る
活
動
場
所
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
整
備
に
よ
っ
て
出

て
く
る
木
材
等
の
森
林
資
源
の
高
付
加

価
値
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
な
ど
、
外

部
の
企
業
や
人
材
を
巻
き
込
ん
だ
福
富

な
ら
で
は
の
経
済
が
回
る
仕
組
み
の
構

築
を
目
指
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
と
併
せ
て
、
道
の

駅
を
含
む
福
富
支
所
周
辺
公
共
施
設
を

対
象
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
融
通

に
よ
る
実
証
実
験
や
、
地
域
事
業
者
の

仕
事
を
組
み
合
わ
せ
て
雇
用
の
場
を
創

出
し
地
域
産
業
の
活
性
化
を
促
進
さ
せ

る
※
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

制
度
の
活
用
な
ど
も
進
め
る
。

　

こ
れ
ら
を
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と

で
、
中
山
間
地
域
な
ら
で
は
の
循
環
型

社
会
を
総
合
的
に
構
築
し
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■「選ばれるまち」の実現に向
けた施策の包括的推進につい
て

■新しい時代をリードする「や
さしい未来都市」の実現

会派所属議員
奥谷　求
大道　博夫

岡田　育三
玉川　雅彦

※令和５年３月現在

スマホのカメラで
読みこんでください

市議会だより　2023.5page.09



代 表 質 問

本
市
の
少
子
化
、

少
子
社
会
へ
の
対
応
は

質　

問

　

本
市
が
取
ろ
う
と
し
て
い
る
人
口
減

少
社
会
へ
の
対
策
は
、
人
口
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
が
目
的
な
の
か
？
そ
れ
と
も

人
口
の
減
少
を
少
し
で
も
抑
制
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
？
そ
う
い
っ
た
対
策

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
社
会
を
目
指
そ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

単
に
人
口
増
加
や
人
口
減
少
の
抑
制

を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
住
民

に
最
も
身
近
な
基
礎
自
治
体
の
役
割
と

し
て
、
希
望
す
る
市
民
が
子
ど
も
を
持

ち
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
そ
れ

ら
を
通
じ
た
喜
び
を
享
受
で
き
る
よ
う
、

具
体
的
な
子
育
て
環
境
の
改
善
に
取
り

組
む
責
任
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
よ
り
、
そ
う

し
た
社
会
の
構
築
を
目
指
す
。

ど
う
活
用
す
る
、
新
た
な

本
市
の
防
災
シ
ス
テ
ム

質　

問

　

令
和
４
年
度
、
新
た
な
防
災
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
着
手
し
て
い
る
が
、
整
備

の
進
捗
状
況
や
国
、
県
等
の
関
係
機
関

と
の
シ
ス
テ
ム
連
携
状
況
な
ど
を
伺
う
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

予
定
し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
は

概
ね
終
了
し
、
最
終
確
認
の
段
階
で
あ

る
。
新
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ
り
、
防

災
情
報
の
一
元
化
や
、
避
難
情
報
の
発

令
支
援
、
被
害
情
報
の
即
時
集
約
・
共

有
等
が
可
能
と
な
る
。
発
災
時
の
被
害

状
況
の
把
握
等
は
、
県
を
介
し
た
情
報

共
有
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今

後
は
、
広
域
的
な
災
害
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
国
、
県
と
の
シ
ス
テ
ム
連
携
に

つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
災
害
対
応
の
更
な
る
加
速
化
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
、
県
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
転
倒
予
防
対
策

に
つ
い
て

質　

問

　

国
に
お
い
て
、
10
月
10
日
を
「
転
倒

予
防
の
日
」
と
定
め
、
高
齢
者
の
転
倒

事
故
に
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
介

護
予
防
の
観
点
か
ら
、
本
市
は
転
倒
防

止
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
啓
発
、
支
援

を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
高
齢
者

の
運
動
機
能
向
上
に
向
け
た
事
業
や
講

習
は
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

転
倒
予
防
対
策
と
し
て
、
要
支
援

１
・
２
の
認
定
を
受
け
た
方
や
、
生
活

機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る
方
に
対
し
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
短
期
集

中
の
運
動
機
能
向
上
に
向
け
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
機
能
回
復
後

は
通
い
の
場
等
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
通
い
の
場
等
で
転
倒
予
防
に

効
果
的
な
体
操
を
紹
介
す
る
等
、
運
動

機
能
低
下
が
見
ら
れ
る
高
齢
者
に
対
し
、

機
能
向
上
に
向
け
た
講
習
を
実
施
し
て

い
る
。

消
防
局
員
の
体
調
管
理
は

大
丈
夫
？

質　

問

　

火
災
及
び
救
急
の
出
動
件
数
が
増
加

し
て
い
る
と
聞
く
が
、
連
続
し
た
出
動

で
消
防
職
員
が
疲
弊
す
る
と
、
対
応
時

に
悪
影
響
が
出
な
い
か
心
配
し
て
い
る
。

ま
た
、
火
災
や
事
故
な
ど
凄
惨
な
現
場

で
の
対
応
に
伴
う
惨
事
ス
ト
レ
ス
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

惨
事
ス
ト
レ
ス
が
懸
念
さ
れ
る
場
合

に
は
、
活
動
終
了
後
、
総
務
省
消
防
庁

が
提
供
し
て
い
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

よ
り
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て

お
り
、
注
意
を
要
す
る
職
員
に
対
し
て

は
、
産
業
医
の
面
談
を
実
施
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
た
め
、
職
員
の
健
康
の
保
持
及
び
惨

事
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
を
図
る
。

落
おちうみ

海　直
な お や

哉
（市民クラブ）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画
　安心づくりを実現する方法に
ついて

スマホのカメラで
読みこんでください

会派所属議員
中川　修
落海　直哉

景山　浩
鈴木　利宏

※令和５年３月現在
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代 表 質 問

※ＪＶ　　  ジョイント・ベンチャーの略で、共同企業体のこと。複数の建設企業が、一つの建設工事を
受注、施工することを目的として形成する事業組織体。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
い
て

質　

問

　

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地
利
用

及
び
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
現
状
の
計

画
案
か
ら
は
経
済
効
果
に
つ
な
が
る
機

能
が
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
当

該
計
画
案
で
市
街
地
の
空
洞
化
を
食
い

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
見
解
を

伺
う
。

答　

弁
／
栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
質
の
高

い
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
一
層
の
集
積

を
図
る
ほ
か
、
多
く
の
市
民
が
交
流
す

る
た
め
の
機
能
や
空
間
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

地
域
の
経
済
効
果
に
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
中
で
も
、
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
跡
地
は
「
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン
」
と

し
て
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
実
施
で
き
る
よ
う
な
大
屋
根
広
場

を
整
備
す
る
方
針
で
あ
り
、
年
間
約
20

万
人
の
利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

質　

問

　

①
本
市
の
漁
業
の
現
状
を
伺
う
。

　

②
漁
業
所
得
の
向
上
を
通
じ
た
漁
村

地
域
の
発
展
を
目
指
し
、
漁
業
者
が
主

体
と
な
り
具
体
的
な
取
組
み
を
実
行
す

る
た
め
、
２
漁
協
と
本
市
で
構
成
す
る

「
東
広
島
市
水
産
業
再
生
委
員
会
」
を

設
置
し
た
。
ま
た
、令
和
２
年
度
に「
東

広
島
市
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
た
が
、
そ
の
取
組
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

①
漁
港
数
は
２
港
、
漁
船
数
は
143
隻
、

海
面
漁
業
の
産
出
額
は
年
間
約
1200
万
円

で
あ
る
。

　

②
安
芸
津
産
牡
蠣
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

販
路
拡
大
、
漁
場
環
境
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
概
ね
計
画
ど
お
り
の
所

得
向
上
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
収
益

向
上
、
コ
ス
ト
削
減
等
に
取
り
組
む
。

　

本
プ
ラ
ン
で
は
、
組
合
員
数
の
減
少

へ
の
対
応
や
漁
協
の
資
本
力
を
高
め
、

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
組
合
員
に
提
供
す

る
た
め
、
漁
協
の
合
併
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
調
整
し
て
い
く
。

東
広
島
市
の
公
共
工
事
の

入
札
契
約
制
度
に
つ
い
て

質　

問

　

大
規
模
建
設
工
事
に
お
け
る
５
億

円
以
上
の
入
札
案
件
は
、
原
則
※
Ｊ
Ｖ

発
注
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
市
外
業
者

が
落
札
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ず

本
市
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
薄
ら
い
で

し
ま
う
。
資
材
高
騰
も
起
き
て
い
る
中
、

本
市
の
Ｊ
Ｖ
の
運
用
基
準
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
上
田
総
務
部
長

　

地
域
経
済
の
好
循
環
を
図
る
た
め
に

は
、
市
内
事
業
者
に
よ
り
多
く
の
受
注

機
会
を
提
供
し
、
持
続
可
能
な
建
設
産

業
の
育
成
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｖ
の
運
用
基
準
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

港
湾
関
連
施
設
に
つ
い
て

質　

問

　

三
津
湾
・
安
芸
津
港
の
施
設
に
係
る

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
阪
垣
建
設
部
長

　

港
湾
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
五

次
総
合
計
画
で
安
芸
津
地
域
の
将
来
像

に
掲
げ
る
「
瀬
戸
内
海
に
臨
む
温
暖
な

気
候
と
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た

共
に
支
え
合
う
共
生
の
ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
の
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。
放
置
艇
対
策
や
港
湾
施

設
の
長
期
保
全
の
ほ
か
、
災
害
時
の
海

上
で
の
物
資
輸
送
等
が
可
能
と
な
る
み

な
と
づ
く
り
な
ど
の
取
組
み
を
展
開
す

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
取
組
み
は
専
門

性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
広
島
県
の
総
合

的
な
技
術
支
援
を
受
け
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
県
・
市
共
同
連
携
促
進
チ
ー
ム

と
し
て
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
推
進

し
て
い
く
。

坪
つ ぼ い

井　浩
こういち

一
（創生会）

質問した項目
■産業振興について
■東広島市の公共事業について
■港湾関連施設について
■福祉施策について
■中心市街地の活性化について

スマホのカメラで
読みこんでください

会派所属議員
坪井　浩一
岩崎　和仁

片山　貴志
牧尾　良二

※令和５年３月現在
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代 表 質 問

※地域づくり推進交付金　　  地域の課題解決や地域の特色を活かした魅力ある地域づくりを推進してい
くための活動財源として住民自治協議会（略称・自治協）へ交付するもの。
交付金は、地域が自ら使途を決定し、自発的かつ自主的に活用されている。

東
広
島
市
の
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
い
て

質　

問

　

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
は
「
都
市
に

対
す
る
市
民
の
誇
り
」
と
い
う
概
念
で

あ
る
。
長
く
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
と
新

た
に
転
入
し
て
き
た
方
が
混
在
す
る
ま

ち
で
あ
る
本
市
で
は
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
を
明
文
化
し
、
地
域
づ
く
り
を
継

続
的
に
行
い
、
そ
の
醸
成
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
で
は
第
五
次
総
合
計
画
で
ウ
ェ

ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
（
個
人
が
肉
体
的
、

精
神
的
、
社
会
的
に
満
た
さ
れ
た
状
態

で
感
じ
ら
れ
る
幸
福
感
）
を
感
じ
な
が

ら
生
活
で
き
る「
や
さ
し
い
未
来
都
市
」

の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る

施
策
は
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に

も
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
も
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

お
り
、
来
年
度
か
ら
「
※
地
域
づ
く
り

推
進
交
付
金
」
に
「
地
域
共
生
推
進
イ

ベ
ン
ト
事
業
」
を
新
た
に
追
加
す
る
こ

と
で
、
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
の
機
会

を
増
や
し
地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
づ
く
り
の
後
押
し
を
行
っ
て
い
く
。

平
成
30
年
災
害
の
対
応
の

検
証
と
改
善
に
つ
い
て

質　

問

　

今
後
発
生
す
る
大
規
模
災
害
に
備
え
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
で
の
本
市
の

対
応
を
し
っ
か
り
検
証
し
、
改
善
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

初
動
の
対
応
に
つ
い
て
、
ま
た
、
災

害
復
旧
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た
の
か
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

発
災
直
後
の
初
動
対
応
と
し
て
、
災

害
救
助
や
避
難
所
開
設
等
の
被
災
者
支

援
、
孤
立
集
落
解
消
の
た
め
の
道
路

啓け
い

開か
い

作
業
等
の
応
急
復
旧
を
早
急
に

行
っ
た
。
し
か
し
、
被
災
状
況
の
把
握

や
現
場
へ
の
到
着
に
時
間
を
要
す
る
な

ど
、
情
報
収
集
や
そ
の
後
の
進
捗
管
理

に
つ
い
て
課
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
令
和
元
年
度
か

ら
、
被
害
情
報
や
対
応
状
況
を
全
職
員

で
共
有
可
能
な
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の

運
用
に
よ
り
情
報
を
一
元
化
し
、
初
動

対
応
を
含
め
た
災
害
対
応
全
般
に
つ
い

て
改
善
し
た
。

　

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
入
札

不
調
、
県
と
の
工
事
の
調
整
な
ど
に
課

題
が
あ
っ
た
た
め
、
発
注
ロ
ッ
ト
の
見

直
し
、
入
札
不
調
案
件
の
公
表
に
よ
る

工
事
事
業
者
か
ら
の
受
注
申
し
出
に
よ

る
契
約
促
進
、
施
工
監
理
補
助
業
務
の

外
部
委
託
な
ど
に
よ
り
改
善
し
た
。

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
の
新
年
度
予
算
案
は
待
機
児
童

対
策
に
力
を
入
れ
、
保
育
士
確
保
に
よ

る
年
間
を
通
し
た
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
て
動
い
て
い
く
姿
勢
が
見
え
て
大

変
評
価
し
て
い
る
。

　

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、
待
機

児
童
の
解
消
だ
け
で
な
く
一
時
預
か
り

の
拡
充
や
育
休
退
園
（
入
所
児
童
の
保

護
者
が
育
児
休
業
に
入
る
場
合
の
退

園
）
の
見
直
し
と
い
っ
た
、
保
育
士
不

足
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
も

の
へ
の
対
応
も
進
め
て
い
く
と
い
う
認

識
で
良
い
の
か
を
伺
う
。

答　

弁
／
多
賀
こ
ど
も
未
来
部
長

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
の
保
育
人
材

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
年
度
途
中
の
待
機
児
童

の
解
消
を
最
優
先
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

一
時
預
か
り
の
受
入
れ
拡
大
や
育
休
退

園
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
は
ま
さ
に
保
育
人
材

を
核
と
す
る
人
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
視
野
に
、

保
育
士
不
足
に
起
因
す
る
課
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
そ
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

牛
う し お

尾　容
よ う こ

子
（令和会）

質問した項目
■東広島市民のシビックプライ
ドの醸成について

■平成30年災害の対応の検証と
改善について

■新年度予算について
■公共施設マネジメントについて
■第五次東広島市総合計画推進
のための組織の在り方について

など

スマホのカメラで
読みこんでください

会派所属議員
田坂　武文
牛尾　容子

鈴木　英士

※令和５年３月現在
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代 表 質 問

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質　

問

　

子
ど
も
の
幸
せ
を
最
優
先
と
し
て
、

社
会
全
体
で
支
援
す
る
仕
組
み
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
思
い
切
っ
た
予
算
の

大
幅
拡
充
や
人
的
体
制
の
強
化
も
必
要

で
あ
る
。
市
の
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

国
に
お
い
て
は
、「
子
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
」
の
推
進
に
向
け
て
、「
こ
ど

も
大
綱
」
の
策
定
準
備
が
す
で
に
始
ま

り
、
子
ど
も
・
若
者
の
意
見
を
反
映
す

る
仕
組
み
の
検
討
も
進
ん
で
い
る
。

　

本
市
の
令
和
５
年
度
予
算
案
は
、
有

識
者
等
か
ら
の
提
言
も
参
考
と
し
て
編

成
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
子
育
て
を

ト
ー
タ
ル
で
応
援
す
る
施
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

※
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に

向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

質　

問

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
本
市

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
日
本

酒
・
歴
史
・
文
化
等
を
活
用
し
た
、
美

術
館
と
の
連
携
や
、
酒
蔵
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
蔵
人
体
験
コ
ー
ス
が
開
始
さ
れ

て
い
る
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ツ
ア
ー
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
、
酒
蔵
通
り
や
三
ツ
城

古
墳
等
を
探
訪
す
る
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
や
、

酒
造
会
社
が
主
体
と
な
っ
た
蔵
人
体
験

ツ
ア
ー
等
を
実
施
し
た
。
今
後
、
モ
デ

ル
ツ
ア
ー
参
加
者
の
意
見
を
参
考
に
、

美
術
館
の
企
画
展
と
も
連
携
し
た
本
市

な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
周
遊
モ
デ
ル

ル
ー
ト
の
造
成
を
進
め
て
い
く
。

深
刻
な
物
価
高
騰
か
ら

暮
ら
し
と
な
り
わ
い
を
守
れ

質　

問

　

物
価
高
騰
の
中
、
独
自
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
市
政
へ
の
要
望
の

う
ち
、
①
介
護
保
険
で
の
低
所
得
者
の

利
用
料
免
除
制
度
の
創
設
②
子
育
て
世

代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
今
後
の

市
政
に
反
映
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　
　
　
　

多
賀
こ
ど
も
未
来
部
長

　

①
介
護
保
険
制
度
は
、
全
国
一
律
の

制
度
を
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
本
市
独
自
の
利
用
料
の
免
除

は
考
え
て
い
な
い
。

　

②
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
実
状
に
即
し
た
施
策
の
優
先
度

や
財
政
負
担
等
の
側
面
な
ど
も
考
慮
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

暮
ら
し
を
犠
牲
に
す
る

「
大
軍
拡
」を
中
止
す
べ
き

質　

問

　

政
府
は
2023
年
度
か
ら
５
年
間
の
防
衛

費
を
現
在
の
27
・
５
兆
円
か
ら
43
兆
円

に
増
額
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
、
財

源
は
増
税
や
歳
出
改
革
等
で
確
保
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

市
民
の
暮
ら
し
に
直
接
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
り
、
市
か
ら
全
国
市
長

会
を
通
じ
国
に
対
し
て
防
衛
費
の
大
幅

増
額
の
撤
回
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
上
田
総
務
部
長

　

外
交
や
防
衛
政
策
は
、
国
の
専
権
事

項
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
適
切
に
対
応

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

谷
たに

　晴
は る み

美
（日本共産党）

質問した項目
■政府の安全保障の大転換につ
いて

■市民への独自アンケートに寄
せられた要望について

加
か ね

根　佳
よ し き

基
（公明党）

質問した項目
■令和５年度新年度予算につい
て

■一般国道２号東広島・安芸バ
イパス開通について

■やさしい未来都市東広島の実
現に一歩前進を！

■G7広島サミットに向けた取
り組みについて校教育につい
て

会派所属議員
加根　佳基 坂元百合子

スマホのカメラで
読みこんでください

スマホのカメラで
読みこんでください

一 般 質 問

※Ｇ７広島サミット　　  令和５年５月19日～21日の日程で広島市において開催される、先進７か国首脳
会議のこと。日本を始め、アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ、イタリア、
カナダ及び欧州理事会議長及び欧州委員会委員長が参加する。
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ACTIVITY REPORT

東広島市議会活動レポート
所管事務調査を通じた執行部への
提言について（総務委員会）
　「Town & Gown構想について」をテーマに、
調査研究を行いました。
　調査においては、Town & Gown構想の取組
状況及び今後の展望を把握し、本市が担う役割
における課題を検証するため、専門家を講師と
して招いての研修会の開催や、先進自治体への
視察などを行いました。
　これらを踏まえ、事業の進捗状況の検証と構
想の適宜見直しを行うとともに、取組みに参加
する全ての企業・団体が理念やビジョンを共有
して事業を強力に推進していくことなどを求め
る提言を執行部に対して行いました。

所管事務調査を通じた執行部への
提言について（文教厚生委員会）
　「発達障害への支援について」をテーマに、調
査研究を行いました。
　本市の発達障害者支援の現状と課題を把握し、
部局を横断した総合的な支援体制の整備等、よ
り実効性のある支援の実現の可能性と課題解決
に向けた方向性を探るため、市内事業者の視察
や先進自治体への文書照会などを行いました。
　診断・療育施設利用の待機対策や、ライフス
テージによる切れ目のない支援を行うための施
策等、必要とする方に支援を届けられるよう、
執行部に対して提言を行いました。

建設委員会意見交換会
◆開 催 日：令和５年１月17日
◆開催場所：市役所第１委員会室
◆参 加 者：東広島建設業協会の方々
◆テ ー マ： 東広島市における建設業界の現状

と今後のまちづくりについて

　災害復旧後のインフラ整備等の計画や、災害
復旧現場での農地を利用する際の事務手続き、
資材価格の上昇等による入札不調、大規模災害
時の緊急活動に関する協定等について意見交換
を行いました。

所管事務調査を通じた執行部への
提言について（市民経済委員会）
　「東広島流通センター株式会社について」を
テーマに、調査研究を行いました。
　当センターの今後のあり方について検討する
ため、関係団体等からの意見聴取や先進自治体
への視察などを行いました。当センターの持続
可能な経営に向けて、関係者や専門家等から幅
広く意見を取り入れることや、生産者・販売先
等のニーズに対応するための新たな取組みにつ
いて検討すること、また、現在の※第三セクター
方式に限定せず、民営化を含めた体制の見直し
について幅広く検討することなどを求める提言
を執行部に対して行いました。

※第三セクター　　国や地方公共団体と民間企業が共同で出資する法人。市議会だより　2023.5 page.14
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The letter from a citizen

志和町での暮らし
 森

もりぐち
口　美

み ゆ
優（志和町）

学校給食無償化で子育てを応援する東広島へ
二
にかいどう
階堂　邦

くにこ
子（黒瀬町）

　私は、約４年前に地域おこし協力隊とし

て、関東から移住しました。志和町に来た初日、

視界を遮るものがない広い空に広がる綺麗な

星空にとても感動したことを覚えています。

　その後、東広島での生活をしていく中で、

地域の方に畑や森の植物のことを教えていた

だいたり、野菜など今まで当たり前に手にし

ていた商品が作られる過程を知ることができ

たり、都会の喧騒では得ることができなかっ

たたくさんの経験や出会いは宝物になってい

きました。また、地域の方々が受け入れてく

ださり支えてくださったことで東広島が好き

になり、地域おこし協力隊の任期を終えた今

も引き続き活動を続けています。

　今後も、この想いを多くの方に届けられる

よう、引き続き、楽しみながら頑張ります。

　昨今、そしてこれからも続きそうな光熱費

の値上げや食料品などの物価高に、私は毎日

節約に頭をかかえています。育ちざかりの子

をもつ若い人はなおさらだと思います。

　学校に支払うお金で一番負担が大きいのが

給食費で、子ども一人当たり年間平均５万円

前後。中学生だと６万円、子どもが多いほど

負担が大きいと聴いています。

　全国では256自治体が小中学校ともに無償化

を実施し、約８割の自治体が検討を始めてい

るといいます。規模に関わらず、どの自治体

でも予算の１％で実施できるようです。

　ぜひ、東広島市でも他市に先駆けて、学校

給食の完全無償化を実現させてください。

　これは、少子化対策にも通じるものがある

と思います。

■傍聴を希望される方へのお願い（新型コロナウイルス感染症への対応について）
　傍聴を希望される場合は、発熱や咳などの症状がないことを確認した上で、手洗い、手指の消毒、咳エチケットな
どについて、ご理解とご協力をお願いいたします。なお、会議の開始時間は原則午前10時です。
■委員会等の中継映像
　本会議の様子はインターネット（YouTube）で生配信し、KAMONケーブルテレビで録画映像を放送しています。
また、常任委員会や全員協議会等の様子も、インターネット（YouTube）で生配信しています。市議会ホームペー
ジからアクセスできますので、ご利用ください。
■本会議・委員会の傍聴、手話通訳
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。手話通訳を希望される方は、希望日の３日前までに議会事務
局にお申込みください。

　ご不明な点は議会事務局（082）420‒0966へお問い合わせください。
東広島市議会 耳マーク

　令和５年第２回定例会の日程は、令和５年４月23日に執行された東広島市議会議員　 
一般選挙の後に開催される、議会運営委員会において決定されます。日程が決まり次第、 
市議会ホームページや市民ポータルサイトでお知らせいたします。

令和５年第２回定例会の日程について

市議会だより　2023.5page.15



市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー８６０１
東広島市西条栄町８番２９号
TEL.０８２ー４２０ー０９６６
FAX.０８２ー４２４ー９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

https:/ /www.ci ty.higashihiroshima.lg. jp/shgikai/ index.html

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。
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東広島・安芸バイパス（八本松町）

東広島・安芸バイパス開通記念イベント
　令和５年３月19日のバイパス全線開通を記念し、３月12日に開催されま
した。約5,000人が来場した八本松会場では『八本松太鼓』の皆さんの演
奏から始まり、寺西小学校金管バンドの演奏などが会場を盛り上げる中、
八本松西IC ～大山高架橋のフリージョグ・フリーウォークを楽しむこと
ができました。また、地元のキッチンカーが８台出店し、多くの人が飲食
を楽しんでいました。

※枠配分方式　　  限られた財源の最適配分を図るため、市民ニーズを把握している部局が、あらかじめ
配分された一定額の範囲内で、事業の優先度、必要性等を踏まえて予算編成を行う方式。
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